
く ら し の 伝 言 板く ら し の 伝 言 板

　
「
料
理
な
ん
て
無
理
！
」と
思
っ
て
い
る
60

歳
以
上
の
男
性
の
皆
さ
ん
、
自
分
の
食
べ
る

モ
ノ
は
自
分
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
食
に
つ
い
て
仲
間
と
一
緒
に
学
び
、
健
康

で
楽
し
い
生
活
を
送
る
た
め
の
、
楽
し
い
教

室
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
10
月
19
日（
火
）、
11
月
26
日（
金
）

　
12
月
８
日（
水
）、平
成
23
年
1
月
18
日（
火
）

　
午
前
10
時
～
午
後
1
時

○
場
所　
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
調
理
室

○
人
数　
15
人
程
度

○
対
象　
町
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

○
申
込
期
限　
８
月
27
日（
金
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
福
祉
課　
健
康
推
進
係

☎（
２
９
３
）３
５
１
０

　

　

先
の
大
戦
で
、
外
地
な
ど（
事
変
地
の
区

域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）に
派
遣
さ
れ
、
戦

時
衛
生
勤
務
に
従
事
し
た
旧
日
本
赤
十
字
社

救
護
看
護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
は
除
く
）に
対
し
て
、

そ
の
労
苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名

の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
本
人
ま
た
は
家
族
な
ど
か
ら
の
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

　
総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室　
業
務
担
当

☎
０
３（
５
２
５
３
）５
１
８
２

　　
・
児
童
扶
養
手
当

　
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
・
障
害
児
福
祉
手
当

　
・
特
別
障
害
者
手
当

　
・
経
過
的
福
祉
手
当

　
こ
れ
ら
を
受
け
て
い
る
人
は
、
８
月
中
に

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
況
届
は
、
各
手
当
を
引
き
続
き
受
給
で

き
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
の
届
け
が
な
い
と
支
給
停
止
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
提
出
書
類
な
ど
は
、
手
当
を
受
け
て
い
る

　
人
に
直
接
郵
送
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
役
場
健
康
福
祉
課　
福
祉
係

☎（
２
９
３
）３
５
１
０

　
国
土
交
通
省
は
、
将
来
の
交
通
計
画
を
立

て
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
目
的
で
、
全

国
一
斉
に
自
動
車
の
利
用
実
態
調
査（
道
路

交
通
セ
ン
サ
ス
）を
実
施
し
ま
す
。

　
無
作
為
に
選
定
し
た
調
査
対
象
車
両
を
所

有
す
る
世
帯
に
、
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局　

　
熊
本
河
川
国
道
事
務
所 

調
査
第
二
課　

☎（
３
８
２
）１
１
１
１

　
来
春
卒
業
予
定
の
就
職
未
内
定
の
人
、
卒

業
後
５
年
以
内
の
人
と
県
内
企
業
と
の
合
同

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
９
月
13
日（
月
）　

　
午
後
０
時
45
分
～
午
後
４
時

○
場
所　
興
南
会
館（
熊
本
市
）

○
参
加
企
業　
50
社（
予
定
）※
要
事
前
申
込

○
参
加
対
象　
大
学（
院
）・
短
期
大
学
・
高

　
等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予

　
定
の
就
職
未
内
定
の
人
、
卒
業
後
お
お
む

　

ね
５
年
以
内
の
人（
高
校
卒
業
予
定
者
は

　
対
象
と
し
ま
せ
ん
）※
事
前
申
込
は
不
要
。

○
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部　
職
業
安
定
課

☎（
２
１
１
）１
７
０
３

　
熊
本
県
は
、
今
年
度
か
ら
菊
池
振
興
局
内

に「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
菊
池
ブ
ラ
ン
チ
」を
設

置
し
ま
し
た
。
お
お
む
ね
35
歳
未
満
で
求
職

活
動
を
し
て
い
る
人
、
ま
た
そ
の
家
族
や
保

護
者
の
皆
さ
ん
、
学
校
の
進
路
指
導
担
当
の

先
生
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
就
職
に
関
す
る

ご
相
談
な
ど
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
予
約
が
必
要

で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
菊
池
ブ
ラ
ン
チ

☎
０
９
６
８（
２
５
）４
６
４
５

　【
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
科
】

○
受
講
で
き
る
人　

　
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者

○
定
員　
８
人

○
内
容　

高
齢
者･

障
害
者
な
ど
に
対
す
る
知
識
理

解
を
持
ち
介
護
技
術
を
習
得
。
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
２
級
課
程
。
実
習
あ
り
。

○
訓
練
場
所　
特
定
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
わ

　
ら
び（
熊
本
市
龍
田
）

○
期
間　
10
月
１
日（
金
）～
12
月
24
日（
金
）

○
申
込
期
限　
８
月
31
日（
火
）

【
パ
ソ
コ
ン
マ
ス
タ
ー
科
】

○
受
講
で
き
る
人　
身
体
・
知
的
・
精
神
・

　
発
達
・
高
次
脳
機
能
障
害
者
、
難
病
患
者

○
定
員　
７
人

○
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
応
用（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
ア
ク
セ

ス
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

○
訓
練
場
所　
自
宅

　
※
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
月
１
回
実
施
予
定

○
期
間　
10
月
１
日（
金
）～
12
月
22
日（
水
）

○
申
込
期
限　
８
月
31
日（
火
）

○
問
い
合
わ
せ

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎
０
９
６
８（
２
４
）８
６
０
９

　
熊
本
高
等
技
術
訓
練
校

☎（
３
７
８
）０
１
２
１

○
日
時　
８
月
29
日（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
所　
町
文
化
ホ
ー
ル

○
参
加
費　
無
料

　
第
１
部　

自
閉
症
に
つ
い
て
の
基
礎
講
演

講
師　

田
邊
剛
政
さ
ん（
県
発
達
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
“
わ
っ
ふ
る
”セ
ン

タ
ー
長
）

　
第
２
部　

映
画
上
映

「
ぼ
く
は
う
み
が
み
た
く
な
り
ま
し
た
」

○
問
い
合
わ
せ　

　
障
が
い
者
支
援
施
設　
三
気
の
里

☎（
２
９
３
）８
１
０
０

　　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
し
ご
と
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日

曜
日
労
働
相
談
を
実
施
し
、
専
門
の
相
談
員

（
社
会
保
険
労
務
士
）が
助
言
を
行
い
ま
す
。

○
テ
ー
マ

　
８
月
29
日（
日
）「
解
雇
に
関
す
る
相
談
」

　
９
月
26
日（
日
）「
退
職
に
関
す
る
相
談
」

○
相
談
時
間　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
問
い
合
わ
せ　

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
内

　
熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
就
業
相
談
窓
口　
☎（
３
５
５
）２
２
２
４

　
労
働
相
談
窓
口　
☎（
３
５
２
）３
６
１
３

　

手
当
を
受
け
て
い
る
人
は

現
況
届
の
提
出
を

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
を
実
施

障
害
の
あ
る
人
を
対
象
に
し
た
職

業
訓
練
生
の
募
集(

受
講
料
無
料
）

若
い
人
の
お
仕
事
探
し
の
お
手
伝
い

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
菊
池
ブ
ラ
ン
チ

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜
日
労
働
相
談

「job navi 2
0

1
0

 

学
生
等
就

職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま
す
！

自
閉
症
の
こ
と
を
知
ろ
う
！

　　
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、

町
で
は
老
人
ホ
ー
ム
の
民
営
化
を
進
め
る
た

め
民
営
化
計
画
、
公
募
要
領
を
策
定
し
、
公

募
に
よ
っ
て
運
営
の
移
譲
先
を
求
め
ま
し

た
。
公
募
期
限
の
６
月
18
日
ま
で
に
１
社
の

申
請
を
受
け
付
け
、
申
請
者
を
審
査
・
選
定

し
た
結
果
、
移
譲
先
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
移
譲
先　
（
仮
称
）社
会
福
祉
法
人　
光
進
会

　
今
後
、
町
と
移
譲
先
と
は
来
年
４
月
１
日

の
移
譲
予
定
日
に
向
け
て
公
募
要
領
、
申
請

書
内
容
に
基
づ
き
必
要
な
準
備
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
険
医
療
課　
介
護
保
険
係

☎（
２
９
３
）３
１
１
４

「
男
性
の
た
め
の
料
理
教
室
」

参
加
者
募
集

公共工事等入札結果 入札日　平成22年7月1日
工事（業務・備品）名 落札金額 落札業者名

町道日暮町区線道路改良工事 3,150,000 ㈱西原建設工業
町道源場水迫線舗装補修他工事 3,832,500 翔陽産業㈲
町道引水57号線舗装補修工事 1,900,500 ㈲共栄
杉水地区幹線２号（６工区）管路施設工事 36,067,500 村上建設㈱
杉水地区支線３号（５工区）中継ポンプ施設工事 8,085,000 ㈱大電工
町内調整池除草業務委託 不落
緑資源林道刈払い業務委託 556,500 ㈲タカハマ緑幸
大津汚水枝線（２９２４号）測量設計業務委託 3,570,000 カンセイコンサルタント㈱

男女共同参画推進プラン策定等業務委託 1,365,000 グローバル・ライフ・サポート㈱

迫井手岩坂１地区埋蔵文化財調査出土遺物整理等業務委託 9,975,000 ㈱九州文化財研究所
大津北中学校楽器購入 817,950 ㈲かわせ楽器
大津町学校給食センター球根皮剥機他購入 1,039,500 日本調理機㈱
平成22年度交通安全施設設置工事（反射鏡） 1,407,000 みかど産業㈱
平成22年度交通安全施設設置工事（区画線） 773,850 ㈱日栄

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

～
請
求
期
限
が
平
成
23
年
３
月
31
日
に
～

57
大津バイパス

30

〒
大津町役場 大津郵便局

旧大津出張所

東原バス停

マクド
ナルド

大津出張所

新庁舎
ガソリ

ンスタ
ンド

至
熊
本
市

至
阿
蘇
市

８
月
２
日（
月
）に
熊
本
地
方
法
務
局
大
津

出
張
所
は
移
転
し
ま
す
。

移
転
先　
菊
池
郡
大
津
町
引
水

710
ー
５

熊
本
地
方
法
務
局

大
津
出
張
所
が

移
転

○
問
い
合
わ
せ	

　
熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課　

☎
（
３
６
４
）
２
１
４
５
（
代
表
）

　
熊
本
地
方
法
務
局
大
津
出
張
所　

☎
（
２
９
３
）
２
２
７
２

　毎年の伝統恒例事業である大津地蔵祭。

大津地蔵祭実行委員会は、今年も８月23日・

24日の２日間開催することで準備を進めて

きました。しかし宮崎県において発生した

口蹄疫は、いまだ終息を見せておらず甚

大な被害とともに極めて大きな社会問題と

なっています。実行委員会で慎重な協議検

討を行い、口蹄疫感染拡大防止を最優先す

ることが先決との判断から、平成22年度の

大津地蔵祭を中止することにしました。地

蔵祭の開催を楽しみにしている皆さんをは

じめ、ご協力いただいている各事業所に深

くお詫びを申し上げるとともに何卒ご理解

を賜りますようお願い申し上げます。

大津地蔵祭実行委員会
☎（293）3421

大津地蔵祭の開催
を中止します

大
津
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
す
ぎ
な

み
園
」民
営
化
に
係
る
公
募
結
果
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